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精子と金属に関する研究
一第2報：ヒト精子および精漿マグネシウム含量一

神戸大学医学部泌尿器科学教室（主任：石神裏次教授）
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STUDIES ON SPERMATOZOA AND METALS

PART 2． MAGNESIUM CONTENT OF HUMAN
 SPERMATOZOA AND SEMINAL PLASMA

S6go SAエT6， Hiroshi SuEMITsu， Kunihiko TANAKA and KOji HIKosAKA

（From the DePartment of Urology， Kobe University School of Medicine

        （Chairman： Prof． ／． lshigami， M． D．）

  The magnesium concentration has been estimated by atomic absorption spectrophotometry

in 26 specirnens of human spermatozoa and 30 specimens of serninal plasma．

  The mean value was 966．2ptg per g dry weight （range 318 to 1914） of spermatozoa and

126． 2ptg per ml （range 42 to 242） of seminal plasma．

緒 言

 各種動物の精液中に，マグネシウム（Mg）の存在す

ることは古くより知られ，ヒト精液についても，1942

年Hugginsらによりその含量が報告されている．近

年微量金属の測定法が進歩し，例えば赤血球および血

漿のおのおのについてのMg含量などの測定法も一段

と正確となり，Mgの生物学的重要性についての関心

がたかまっている．著者は第1報においてヒト精子の

亜鉛含量について報告したが，今回は正常成人の精子

および精漿のMg濃度を測定したので報告する．

測定試料と方法

 正常精液は20ないし30歳代の健康男子より少なくと

も5日以上禁欲せしめたのち，用手法により採取し

た．精液量，精子数，運動性を検査して，異常を認め

ない新鮮精液を試料とした，採取した精液は，まず

3，500rpm，30分の条件で遠心分離し，上清を精漿試

料とした．精子試料は一部の検体ではpoo1したもの

を用いたが，沈査から精漿成分を充分除去する目的で

Ca一， Mg－freeのEarle’s B． S． S．で2回洗浄をくり

かえし，遠沈後の沈渣を試料とした，Mgの測定は，

精子，精漿ともに，atomic absorption spectropho－

tometry（Perkin－Elmer 303型）で測定した．分離精

漿はそのまま蒸留脱イオン水で希釈し試料と．し，精子

は100。C 60分間真空乾燥したのち，正確に秤量し，

硝酸過塩素酸処理後試料とし，測定値はμ9／gdry

weightでしめした．実験用ガラス器具はすべて洗剤

で洗浄し，重クロム酸硫酸混液に24時間浸し，水洗後

さらに蒸留脱イオン水でくりかえし洗浄した．

測 定 成 績

 1．精子マグネシウム濃度

 26検体について精漿と分離した洗浄精子のMg濃度

を測定した．測定値はTable 1にしめすごとくで，

最低318μ9最高1，914μ9平均966．2μ9／gdrywt．

である．かなりのばらつきがあるが26検体中500μg

以下のものは2例，500《1，000 yg．のものは12例，

1，000≦〈1，SOO Pt9のもの9例，1，500《2，000 Pt9のも

の3例で，多くの検体（80．7％）は500～1500μg／g
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Table 1

Magnesium content of
human spermatozoa

Speci皿en
Number

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

rnean

geg／g dry wt．

1914

870

1357

632

1000

1094

573

531

318

1262

1177

1653

787

915

662

393

520

683

600

1563

1000

1485

911

1332

1294

603

966．2±418

Distribution o
magnesium content in
spermatozoa

 Value，
ptg／g dry wt．

〈 500

500 ＜＜ 1000

1000＄〈1500

1500 ＜＜ 2000

Number of

speclmens

2

12

陛
9

3

の範囲内にあった．

 2．精漿マグネシウム濃度

 精漿Mg濃度は30例について測定した．各検体の測

定法はTable 2にしめすごとくで，最低42μg，最高

242μg，平均126．2μg／mlで，比較的ばらつきの少な

い分布をしめした，総数30例中50μg以下のもの1

例，50μ9《10Gμ9のもの7例，10Gμ9《150μ9の

もの16例，150μ9《200μ9のもの4例，200 Pt9以上

のもの2例で，多くの検体（76．7％）は100～150μg

／m1の範囲内であった。

bull 12 mg／100 ml， ram 3 Mg／100 ml， boar 11 mg／

100 ml， cock 8．4皿g／100 m1などの平均値の記載が

あるD．ヒト精液中のMg含量については，1942年

Hugginsら2）により平均14 mg／100 mlの値が報告

されている．これらはいずれも精液中のMg濃度で，

測定法も一定していない．とくにヒト精液に関する報

告は少なく，最近Quinnら（1965）3）， Schneiderら

（1970）4），Eliasson and Lindholmer（1972）5）らの

報告があるのみである．Quinnら， Eliasson and

Lindholmerは著者と同様， atomic absorption spec－

trophotometryにより， Schneiderらはcalorimetry

（titanium－yellow）により測定している． Quinnら

Table 2

Magnesium content of
human seminal plasma

Specimen
Number

考 察

 マグネシウムは人体に必須のもので，腎，肝，筋

肉，血液中などに高濃度に含まれ，人体含量としては

Ca， Na， Kについで4番目に多いcationである．

精液も例外ではなく，各種動物について測定され，

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

mean

ptg／m1

75

148

127

150

133

135

116

120

161

81

146

102

82

90

141

116

138

105

122

93

129

227

242

145

164

86

176

42

113

81

126．2±41，0

Distribution o
magnesium content in
human seminal plasma

Value， ptg／ml

〈 50

50＜＜100

！OO＜＜150

150＜＜200

200く

Nttmber of

speclmens

1

7

淳

16

4

2
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Table 3． Magnesium content of human seminal material．

Authors Year Meterial
Number of
speclmen

Mean value

spermatozoa 11 1s． 3 mg／loo g

Quim et al． 1965 seminal plasma ll 9．OIng／1009
whole semen 10 6．5mg／1009

Schロeider et a1． 1970 ejaculate 13 27459／kg dry wt．

Eliasson and Lindholmer 1972 seminal plasma 1460 107．9μ9／ml

Saito et al， （present study） 1974
spermatozoa
唐?高奄獅≠?Plasma

26
R0

966．2μ9／gdrywt．
P26．2μ9／m1

は精液および精子，精漿にわけ，Schneiderらは精

液そのもの，Eliassonらは精漿についての測定側を

報告している． これらの測定値はまとめてTable 3

にかかげた，現在のところ微量金属の測定にatomic

absorption spectrophotometryが普及しているが，

samplingの段階におけるashingとか，またとくに

Mg t／こは， Quinnらのようにswamping solution trこ

よる希釈をすすめる人もあるが，Eliassonらはsemi－

nal Plasmaの測定に関し， ashing， distilled water，

H2SO4， swamping solution（1，500μg SrC12／皿1）の

4種のpretreatmentをおこない，結果的に有意の差

はないことを確かめ，もっぱら蒸留水による希釈のみ

で測定をおこなっている．またQuinnらも精液につ

いてashed， unashed sampleの間に測定値の有意

差はなかったとのべている．著者は精子については，

精漿成分の可及的除去を目的として，真空乾燥し硫酸

および過塩素酸処理をおこなったのち，測定したが，

精漿はそのまま脱イオン蒸留水で適量に希釈し，測定

した．

 われわれの測定結果は精漿についてはだいたいEli－

assonらの測定値に類似しrange 42～242μ9平均

126．2μg／m1で， Quinnらの値よりやや高い平均値

を得た．精子Mgについてはsamplingの段階で，

真空乾燥後測定し乾燥重量として測定値をあらわして

いるので，比較が困難ではあるが，乾湿重量の比較で

概算するとだいたいQuinnらの値に類似する．著者

は第1報6）でヒト副睾丸精管内精子と射精精子の亜鉛

含量を比較して両者の亜鉛含量の葦異から，射精精子

亜鉛の大部分は，射精にさいして前立腺から供給をう

けることを報告したが，精子および精漿のMgの由来

については明らかでない．MgはZnと異なり一般に

量的にも豊富で，しかもSchneiderらによるとヒト

の睾丸や前立腺にも精液に匹敵する量が含まれてお

り，イヌについてもBurchら7）によると，ヒトとほ

ぼ同様の含有パターンを示し，睾：丸に少なく前立腺に

多い亜鉛とは趣を異にする．精液Mgの供給源につい

ては，まだ明らかではないが，Eliassonらはsplit

ejaculatesについて，前立腺由来のZnおよびacid

phosphataseとMg含量との間にpositiveな相関

をみとめて，精液のMgは亜鉛と同様，前立腺に由来

し，前立腺分泌機能の一端をしめすとの見解を示唆し

ている，著者の1人，．末光8）も現在，前立腺炎および

不妊患者の精漿についてZnと Mgとの含量および

両者の関連性を検討中で，すでにその一部は第18回不

妊学会総会で発表したが，前立腺の病態とMgはZn

とともに，なんらかの関連性をもつ結果を得ている．

 Mgの生理作用については，種々の報告があり，主

として酵素のactivatorとして代謝過程に関与するこ

とが知られ，とくにMgが関与する重要な性器系の酵

素として，alkaline phosphatase， acid phosphatase

（Wacker and Valee9））， leucine aminopeptidase

（Gy6「key et al・1。））などがあり，そのほかoxidative

phosphorylationやATP（Wacker and Valee9））

などに関連して重要な意義があるとされている．臨床

的にも神経筋性機能への影響，膵炎，種々の腎炎，腎

障害，そのほか上皮小体疾患，Addison氏病などに

おける血中Mgの消長などが報告されている（Wac－

ker and Valeell）， Kallas12））． Herring13）らは赤血

球および血漿のMgを測定し，赤血球のMg濃度は

血漿のそれに比し，rangeが広くだいたい3．5倍程度

多い．また血漿のMgの約3。5％はalbuminおよび

globulinと結合していると報告している．精子と精

漿のMg濃度も，別々に測定したQuinnらおよび

著者の成績でも血球と血漿のpatternと同様，精子

ではばらっきも大きく，含有量も多い．蛋白との結合

についてEliassonらはgel chromatographyによ

り精漿中Mgの大部分はmoderate sizeのmacro－

moleculesのものと関連する結果を報告している．

精子および精漿中のMgの生理的意義については動物

の種類により，Mgは精子運動に有効に作用する．呼

吸，解糖の代謝を促進するとか，あるいは他のK＋，

Ca＋＋との共存下に種々の作用を発揮するとか（吉

田14））の報告があるが，まだ，定説はない．さきにも

のべたように腎の炎症をはじめ種々の全身性の疾患で



410 斉藤・ほか：精子と金属（2）

血中のMg濃度に変化をきたすことは事実であり，こ

の意味で前立腺を中心とする性器系疾患で精液中の

Mg濃度の消長を検討することは意義があると考えら

れる．

結 語

 ヒトの精子および精漿のMg濃度をatomic absorp－

tion spectrophotometryで測定した．

 1）精子Mg濃度は26検体について測定し最低318

．μg／g最高1，914μg／gで平均966．2±418μg／gdry

wt．で，多くはSOO Ptgから1，500μ9の間に分布す

る．．

 2）精漿Mg濃度は，30例について測定し，最低

42μg／m1，最高242μg／ml，平均126．2±41μ9／m王で

多くは100μgから150μg／mlの間に分布する．
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